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１．本研究の目的
戦後日本社会における急激な産業構造の変化にともない，人々が生活する地域環境は大きく変容した。
都市部への人口集中により家族形態が個別化し，モータリゼーションにより生活圏が拡大したことで，人々
が生活する地域社会への無関心を増長させたと言われている。このような社会環境の変化が地域での住民
同士の結びつきを希薄化させたとして，1960 年代以降，地域社会におけるコミュニティの再形成を目的
とする政策が各地でさかんに実行されるようになった。山崎（2006）が指摘しているように，このよう
な地域環境においてコミュニティの再形成を図るうえでの課題は，地域の目的と個人の目的に共感原理を
持たせることである。個別多様化した家庭生活中心の価値意識により生活する住民が，地域で新たな社会
関係を築き，さまざまな地域環境の問題に共に取り組む存在として機能していくためには，いかに地域と
個人の間に共通の価値を見いだすことができるかという点が課題となってくる。1994 年に出された「21
世紀福祉ビジョン」は，現代の地域社会では世代間に断絶が見られ，人間関係が疎遠になっていることを
指摘し，地域に住む人々との交流や世代間の文化や生活の知恵・知識の伝承が図られるような世代間交流
による精神的な絆を意図的に創出していく必要があると強調している。また，世代間交流に関する理論的
な研究を整理した論文のなかで君島（2001）は，現代社会は，世代が強く意識される社会，つまり，そ
の異質性が顕著に表れる歴史的社会的変動の激しい社会であり，世代間交流により共鳴・共感を生み，世
代間の相互理解が図られなければならない状態にあると指摘している。
一方，長寿化・高齢化により，退職後に地域社会へと活動の場を移した高齢者が地域生活をおくる期間
は長期化している。高齢者がこの期間をいかに充実させ，いきがいを持てる生活とするかという点は，高
齢社会の生活の質を考えるうえで重要な課題となっている。文部省（当時）は，1984 年に「高齢者の生
きがい促進総合事業」のなかに世代間交流事業を位置づけ，それ以降，高齢者の生きがい対策の一つとし
て，地域社会における世代間交流の必要性が注目されるようになった。とくに，高齢者と児童との世代間
交流の支援を中心として，全国で盛んに取り組まれている。また，少子高齢化が今後さらに進行すること
が予測される現代において，地域環境を支える人材として高齢者に対する期待度は高い。「健康で心豊か
に生きるための住宅・社会資本整備を目指して――生活福祉空間づくり大綱――（1994）」では，高齢者
には，自らの知識や経験を活かして地域の相談役としての役割や，子ども達との交流を通じた文化伝承者
としての役割など様々な役割を果たすことが期待されていると指摘されている。現にボランティア活動を
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担う人々の年齢層は半数以上が 60 歳を超えており，高年齢者の世代が地域環境を支える人材として大き
な力となっている。今後も増え続ける高齢者に，地域社会におけるさまざまな環境改善を担う人材として
力を発揮してもらうためには，高齢者のボランティア引き受け意向等の社会活動への参加意欲に影響を及
ぼす要件について明らかにする必要があろう。
また一方で，核家族化と女性の社会進出に伴い，外部供給材に依拠する生活の社会化が進み，幼児や児
童の保育に関しても社会的ニーズが高まっている。このように保育的ニーズが社会的に高まった背景には，
生活の社会化だけでなく祖父母と孫との関わり合い方，地域の高齢者と児童との関わり合い方の変化が影
響しているであろう。言い換えれば，過去には，祖父母や地域社会の高齢者が社会の保育的ニーズを充足
する担い手として機能していたと考えられる。世代間交流の支援は，高齢者の生きがいづくり・社会参加
促進事業の具体的な活動の一つとして取り組まれてきた。しかし，高齢者と児童の世代間交流は，高齢者
の社会参加や生きがいの創出，地域社会のコミュニティ再形成という観点からだけでなく，児童の健全育
成の観点からもさまざまな効果が期待されている。前記大綱（1994）では，福祉社会を構築するための
具体的な手段として世代間交流の必要性を示したうえで，児童にとっては，幼少期から社会連帯の意識を
育むことが重要であり，そのような体験は児童の健全育成に対しても極めて有効であると指摘している。
社会化された保育的ニーズの充足を，世代間交流活動という新たな関係性のなかで地域の高齢者が担って
いくことは，児童の健全育成と高齢者の生きがいの創出のどちらにおいても意義深いものとなることが予
想される。
実際，君島（1999）によれば，高齢者の児童との世代間交流が高齢者本人の自己実現傾向に影響を与
えることが明らかにされている。しかし，これまでのところ，この世代間交流が，高齢者のボランティア
引き受け意向，とくに保育的ボランティア引き受け意向に影響を及ぼすのか否かについては，明らかにさ
れていない。高齢者と児童との世代間交流の日常的な多寡が，地域環境における保育的ボランティア引き
受け意向に影響するのであれば，世代間交流活動の意義の一つに地域環境における人材育成の要素が加わ
ることとなる。また世代間交流のどのような側面が影響するのかを明らかにすることによって，今後の地
域ボランティア人材育成計画に有意義な示唆をもたらすことができるであろう。生きがい創出というよう
な高齢者個人における効果と，さらに地域活動を担う人材育成という地域における効果の両面において効
果が確認できれば，個人と地域の間に共感原理を見出すことが可能となり，新たなコミュニティの形成に
世代間交流活動が貢献することが期待できる。
そこで本研究では，高齢者の地域における保育的ボランティア引き受け意欲や傾向に及ぼす，高齢者の
児童との世代間交流の日常的な多寡の影響を検討することを目的とする。本稿ではこれを目的とし，高齢
者を対象とした質問紙法による経験世界の調査データを用いて実証的に検討する。さらに，この実証デー
タの分析をとおして，地域環境を支える人材としての高齢者の可能性について検討することを目的とする。
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２．研究方法
本研究の分析は，東京都台東区に在住の 65 歳以上の男女を調査対象として，1999 年 7 月に実施した
調査データを用いて行った。調査方法には，質問紙法による自記式の郵送配布・留置・郵送回収の方法を
用いた。調査では，選挙人名簿をサンプリング台帳として系統抽出法により 500 サンプルを無作為抽出
した。調査の結果，255 票が回収された（回収率：51.0％）。本研究は，このうち本研究の分析変数の回
答に欠損のない 121 票のデータを用いて分析を行った。
分析対象者の基本属性は，以下のとおりであった。性別は，男性が 36.2%，女性が 61.8%であった。年
齢は，平均年齢が 71.10 歳，標準偏差は 4.64 であった。15 歳以下の孫・ひ孫との同居状況は，現在同
居している人が 11.7%，現在別居している人が 46.6%，過去に同居経験ありが 12.9%であった。健康状態は，
良いとした人が 34.6%，ふつうとした人が 37.6%，良くないとした人が 27.9%であった。
分析枠組みは，従属変数を高齢者の地域における保育的ボランティアの引き受け意向とし，独立変数を
高齢者の児童との世代間交流の日常的な多寡とした（図１）。従属変数の保育的ボランティア引き受け意
向は，活動の頻度別・活動の時間帯別・活動場所別・活動内容別に示した 13 項目に分けて捉え，独立変
数の世代間交流は，交流の相手が，親族の児童との場合・親族以外の児童との場合の 2 項目に分けて捉えた。
すなわち，本研究は，13 種類の従属変数と 2 種類の独立変数による 26 通りの組み合わせの枠組みにより，
分析を行った。
図１　分析の枠組み
変数の具体的な項目の測定方法は，以下のとおりであった。従属変数の高齢者の保育的ボランティア引
き受け意向は，引き受けの条件として，活動頻度・活動時間・活動場所・活動内容の４つの視点からなる，
計 13 項目の設問により測定した。第一に，活動の頻度については，「活動が週 2･3 回と定期的に行う場
合」・「月に 2･3 回 不定期に行う場合」の 2 つをそれぞれ条件として提示した。第二に，活動の時間につ
いては，「朝の場合」・「日中の場合」・「夕方の場合」の 3 つをそれぞれ条件として提示した。第三に，活
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動の場所については，「公的な施設に行く場合」・「子どもの家に行く場合」・「高齢者の家で面倒を見る場合」
の 3 つをそれぞれ条件として提示した。第四に，活動の内容については，「遊び相手になる場合」・「送り
迎えをする場合」・「高齢者の得意な趣味やスポーツを教える場合」・「身の回りの世話をする場合」・「昔の
町の様子や出来事を話して聞かせる場合」の 5 つをそれぞれ条件として提示した。以上の 13 項目の条件
別の保育的ボランティアの引き受け意向の具体的な測定は，前田と安立（1992）の「福祉活動参加意欲
スコア」を基に，「積極的に引き受ける」・「どうしてもやって欲しいといわれれば，引き受けてもよい」・「引
き受けてもよいという気持ちはあるが，今は時間がないので引き受けることは無理」・「なるべくなら引き
受けたくない」・「引き受ける気はない」の５件法の選択肢より１つを選ぶ方法により行った。さらに分析
では，13 項目それぞれの活動の引き受け意向について，引き受けの意欲が高いほど，高得点となるように，
選択肢に 5 ～ 1 点を配点した得点化を行い，その上で 5 点満点の得点を従属変数として分析に用いた。
独立変数の世代間交流は，交流の内容別の頻度を高齢者本人が自己評定する方法により測定した。具体
的には，吉田と冷水（1991）の「児童と老人との交流」の先行研究を基にして，君島（1999）が交流内
容の質的側面に関する論理的枠組みを設定して作成した 59 項目により測定した。その枠組みは，以下の
7 つの視点により設定されていた。第 1 の視点は，交流相手についてであり，その交流が親族との交流で
あるか，親族以外との交流であるかで分類している。第 2 の視点は，交流内容についてであり，その交
流が共通体験的な交流であるか，一方が他方を支援する交流であるかに分類している。また一方が他方を
支援する交流は，さらに 2 つの視点で分類され，支援の受け手が児童の場合と支援の受け手が高齢者の
場合，支援の内容が手段的なサポートに位置付けられる交流の場合と情緒的サポートに位置付けられる交
流の場合に分類している。第 3 の視点は，その交流があいさつをするなどの生活習慣的な交流であるか
である。第 4 の視点は，その交流が身体的接触をともなう交流であるかである。第 5 の視点は，その交
流が電話や手紙のやりとりなど，直接対面しない交流であるかである。第 6 の視点は，高齢者が学校行
事に参加する交流であるかである。第 7 の視点は，高齢者が児童に道徳的な教育をする交流であるかで
ある。具体的な測定は，59 項目それぞれに対し「よくした」~「全然しなかった」の４件法の選択肢より
１つを選ぶ方法により行った。
分析には，一元配置分散分析を用い，以下の手順で行った。まず，交流相手が親族との場合，親族以外
との場合別に，世代間交流の 59 項目の反応値の合計得点を算出した。そして，相対度数が 25％ずつと
なるように，全ケースを合計得点の低い順に，世代間交流の「とても少ない群」・「少ない群」・「多い群」・「と
ても多い群」に分類した「世代間交流の多寡」を示す新しい変数を作成した。次に，一元配置分散分析に
より，親族との交流，親族以外との交流という 2 種類の「世代間交流の多寡」を示す４群の間で，高齢
者の保育的ボランティア引き受け意向の 13 項目それぞれの平均得点に，統計的に有意な差が生じるかを
検討した。最後に，多重分類分析により，一元配置分散分析の結果，統計的に有意な差が見られた項目に
ついて，世代間交流の多寡を示す４群の間の高齢者の保育的ボランティア引き受け意向の影響の向きを検
討した。なお，統計処理は，すべて SPSS9.0J.for Windows を用いて行った。
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３．結果
保育的ボランティア引き受け条件の 13 項目ごとに行った一元配置分散分析の結果を，表１に示した。
表１には，世代間交流の多寡が，高齢者の保育的ボランティア引き受け意向の各項目に及ぼす影響の有無
を，観測有意水準により示した。親族以外の児童との世代間交流はいずれも，高齢者の保育的ボランティ
ア引き受け意向に統計的に有意な影響を及ぼしていなかった。世代間交流の多寡が高齢者の保育的ボラン
ティア引き受け意向に統計的に有意な影響を及ぼしていたのは，親族の児童との世代間交流の場合の一部
についてであった。この影響を受けていたのは，ボランティア引き受けの条件に活動内容を提示するタイ
プであった。
表１　世代間交流の多寡が高齢者の保育的ボランティア引き受け意向に及ぼす影響の有無
（一元配置分散分析の結果）
保育的ボランティア引き受けの条件
影響の有無
親族との
世代間交流
親族以外との
世代間交流
活動
頻度
１）毎週決められた曜日に定期的に（週２～３日くらい），子ど
ものめんどうをみるとしたら？
n.s. n.s.
２）定期的にではなく頼まれた日に（月２～３日くらい），子ど
ものめんどうをみるとしたら？
n.s. n.s.
活動
時間
３）朝（子どもが起きてから幼稚園や学校へ送るまで）の時間帯
に，めんどうをみるとしたら？
n.s. n.s.
４）日中（子どもの幼稚園や学校が終わってから夕方まで）の時
間帯に，めんどうをみるとしたら？
n.s. n.s.
５）夕方から親が仕事を終えて迎えに来るまでの時間帯に，めん
どうをみるとしたら？
n.s. n.s.
活動
場所
６）公的な保育施設や学校にあなたが行って，めんどうをみると
したら？
n.s. n.s.
７）子どもの家にあなたが行ってめんどうをみるとしたら？ n.s. n.s.
８）あなたの自宅で，めんどうをみるとしたら？ n.s. n.s.
活動
内容
９）遊び相手になることを頼まれたら？ ＊ n.s.
10）幼稚園などへの送り迎えを頼まれたとしたら？ △ n.s.
11）あなたの得意な趣味やスポーツを教えることを頼まれたとし
たら？
＊ n.s.
12）子どもの食事など身の回りの世話を頼まれたとしたら？ ＊＊ n.s.
13）あなたの知っている昔の町の様子や出来事を話して聞かせる
ことを頼まれたとしたら？
＊ n.s.
世代間交流からの影響が有意であった “ ボランティア引き受け意向 ” すなわち従属変数上で示した条件
とは，『９）遊び相手になることを頼まれた』・『11）あなたの得意なスポーツを教えることを頼まれた』・
注：＊＊ｐ＜ .01，＊ｐ＜ .05，△ｐ＜ .10
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『12）子どもの食事など身の回りの世話を頼まれた』・『13）あなたの知っている昔の町の様子や出来事を
話して聞かせることを頼まれた』場合であった。とくに，『12）子どもの食事など身の回りの世話を頼ま
れた』場合については，1%水準で有意な差がみられ，『９）遊び相手になることを頼まれた』，『11）得
意な趣味やスポーツを教えることを頼まれた』，『13）あなたの知っている昔の町の様子や出来事を話し
て聞かせることを頼まれた』場合については，5%水準で有意な差がみられた。また，『10）幼稚園など
への送り迎えを頼まれた』場合については，10%水準で統計的に有意な傾向が見られた。
次に，表２に世代間交流の多寡の 4 群の間で，引き受け意向の平均値の差が統計的に有意だった組み
合わせを，観測有意水準により示した。ここでは，さまざまな引き受け条件のうち，一元配置分散分析で
統計的に有意な差のあった「活動内容」の５項目のみを示した。平均値の差が，統計的に有意であった従
属変数のカテゴリーの組み合わせは，以下のとおりであった。『９）遊び相手になることを頼まれた』場
合には，世代間交流が「とても少ない群」と「とても多い群」の間，「少ない群」と「とても多い群」の
間において統計的に有意な差がみられた。『10）幼稚園などへの送り迎えを頼まれた』場合には，世代間
交流が「とても少ない群」と「とても多い群」の間，「少ない群」と「とても多い群」の間において統計
的に有意な差がみられた。『 11）あなたの得意な趣味やスポーツを教えることを頼まれた』場合には，世
代間交流が「とても少ない群」と「多い群」の間，「とても少ない群」と「とても多い群」の間，「少ない群」
と「多い群」の間において統計的に有意な差がみられた。『12）子どもの食事など身の回りの世話を頼ま
れた』場合には，「とても少ない群」と「多い群」の間，「とても少ない群」と「とても多い群」の間，「少
ない群」と「多い群」の間，「少ない群」と「とても多い群」の間において統計的に有意な差がみられた。『13）
あなたの知っている昔の町の様子や出来事を話して聞かせることを頼まれた』場合には，「とても少ない
群」と「とても多い群」の間，「少ない群」と「とても多い群」の間において統計的に有意な差がみられた。
なかでも特に，『11）得意な趣味やスポーツを教えることを頼まれた』場合は，世代間交流の「とても少
ない群」と「多い群」の間で平均値の差が１％水準で統計的に有意であった。『12）子どもの食事など身
の回りの世話を頼まれた』場合と『13）あなたの知っている昔の町の様子や出来事を話して聞かせるこ
とを頼まれた』場合では，世代間交流の「とても少ない群」と「とても多い群」，「少ない群」と「とても
多い群」の間で平均値の差が１％水準で統計的に有意であった。
親族との世代間交流の多寡の影響が統計的に有意であったこれらの項目の特徴として，『12）子どもの
食事など身の回りの世話を頼まれた』場合と『９）遊び相手になることを頼まれた』場合の引き受け意向
は，交流の多い系統の群と少ない系統の群で得点の差が大きく，2 分割された項目であった。これに対し，
『13）あなたの知っている昔の町の様子や出来事を話して聞かせることを頼まれた』場合と『11）あなた
の得意な趣味やスポーツを教えることを頼まれた』場合の引き受け意向は， 低得点と高得点の間で，絶対
値差が大きい項目であった。保育的ボランティアの引き受け意向の得点が最も高かった項目は，低得点と
高得点の間で絶対値差が大きい項目であった『13）あなたの知っている昔の町の様子や出来事を話して
聞かせることを頼まれた』場合で，高得点の世代間交流が「とても多い群」で 3.81，次いで『11）あな
たの得意な趣味やスポーツを教えることを頼まれた』場合の世代間交流が「とても多い群」で 3.38 であ
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った。一方，引き受け意向の得点の最も低かった項目は，『12）子どもの食事など身の回りの世話を頼ま
れた』場合で，低得点の世代間交流が「とても少ない群」で 2.21，次いで『11）あなたの得意な趣味や
スポーツを教えることを頼まれた』場合の世代間交流が「とても少ない群」で 2.32 であった。
表２　世代間交流の多寡が高齢者の保育的ボランティア引き受け意向に及ぼす影響の方向
（多重分類分析の結果）
保育的ボランティア引き受けの条件
親族との
世代間交流の
多寡
影響の方向
平均値 有意差のある組み合わせ
９）遊び相手になることを頼まれたら？
とても少ない群 2.53
＊
少ない群 2.59
＊多い群 3.21
とても多い群 3.35
10）幼稚園などへの送り迎えを頼まれた
としたら？
とても少ない群 2.55
＊
少ない群 2.59
＊多い群 3.04
とても多い群 3.35
11）あなたの得意な趣味やスポーツを教
えることを頼まれたとしたら？
とても少ない群 2.32
＊＊
＊
少ない群 2.64
＊
多い群 3.42
とても多い群 3.38
12）子どもの食事など身の回りの世話を
頼まれたとしたら？
とても少ない群 2.21
＊
＊＊
少ない群 2.33
＊
＊＊多い群 3.13
とても多い群 3.23
13）あなたの知っている昔の町の様子や
出来事を話して聞かせることを頼ま
れたとしたら？
とても少ない群 2.71
＊＊
少ない群 2.85
＊＊多い群 3.39
とても多い群 3.81
注： ＊＊ｐ＜ .01，＊ｐ＜ .05
注：表中には，13 の測定項目のうち，項目別得点の平均値に，統計的に有意な差が認められた５
項目のみを示した。
４．考察
以上の結果から，１）高齢者と親族以外の児童との世代間交流ではなく，高齢者と親族の児童との世代
間交流が，高齢者の地域における保育的ボランティアの引き受け意欲を高めるであろうこと，２）親族の
児童との世代間交流が多い高齢者ほど，保育的ボランティア引き受けの条件として，ボランティアの活動
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時間や活動場所ではなく具体的な活動内容を提示することで，高齢者の保育的ボランティアの引き受け意
欲が高められるであろうことが示唆された。
活動内容による保育的ボランティア引き受け意向の具体的な傾向としては，親族との世代間交流が少な
い高齢者の引き受け意欲が低い項目は，子どもの食事など身の回りの世話をする活動であった。言い換え
れば，この項目は，親族との日常的な交流の中での経験がなければ活動参加を尻込みしてしまう活動であ
ると言えるだろう。一方，親族との世代間交流が少ない高齢者であっても引き受け意欲が比較的高い項目
は，昔の町の様子や出来事を話して聞かせるような活動であった。この結果は，親族との交流が日常的に
行われていない高齢者にとっては，子どもの身の回りの世話をするような活動内容よりも，自分の経験し
てきた内容を伝えるような話し相手としての活動からスタートすることで，比較的抵抗感なく保育的ボラ
ンティアの担い手としての一歩を踏み出す可能性が高まることを意味している。手始めに話し相手として
ボランティア活動に参加し，そこから身の回りの世話などの活動に移行していくことで，保育的ボランテ
ィアの活動内容を拡げていくことができれば，さまざまな保育的ニーズに応えていく可能性も高まるであ
ろう。高齢者を担い手とした保育的ボランティアにおいては，引き受け段階の抵抗感を軽減しつつ，さら
なる活動へと活動内容を発展させていくようなしくみづくりが有効であると言えるかもしれない。
本研究の結果は，高齢者と児童との世代間交流の支援が，高齢者の地域での保育的ボランティアの活動
意欲を高め，最終的に保育ニーズの充足に役立つ可能性を示唆している。言い換えると，高齢者の社会参
加・生きがい対策としてはじまった世代間交流事業の支援が，高齢者に対する支援にとどまるものではな
く，高齢者自身が地域の保育ニーズを充足する存在となり，地域環境を支える人材を育成することにつな
がることを意味している。それは，世代間交流活動の意義の一つに地域環境における人材育成の要素が加
わることである。さらに世代間交流のどのような側面が影響するのかを明らかにすることができれば，今
後の地域ボランティア人材育成計画に有意義な示唆をもたらすことができるであろう。
最後に，本研究に残された研究課題を以下に２点示す。
第 1 の課題は，保育的ボランティア引き受け意向に影響する世代間交流について，その交流内容別に
検討する必要性があるという点である。君島（1999）は，世代間交流が高齢者本人の自己実現傾向に及
ぼす影響について検討した結果，交流内容の中で，「子どもが悪い事をした時に叱ったこと」や「礼儀や
作法のしつけをしたこと」という項目において，高齢者本人の自己実現傾向に有意な影響を及ぼしていた
と指摘している。これらの項目は，保育的場面において必要不可欠の交流である。それが高齢者の自己実
現傾向を高めるのであれば，高齢者の保育的ボランティア活動における心理的な側面への影響があること
が予想される。本研究においては，世代間交流の多寡を得点化し，複雑な交流状況を親族との交流と親族
以外との交流の 2 種類，交流の多寡による 4 群に分類することで，世代間交流の日常的な多寡と保育ボ
ランティア引き受け意向の関係性を明らかにすることを目的としていた。しかし，今後の研究において，
さまざまな交流活動の内容別に分析することで，保育的ボランティアの引き受け意向だけでなく，活動継
続に関わる有益な示唆が得られる可能性がある。
第 2 の課題は，保育的ボランティアが高齢者に及ぼす影響について検討する必要性があるという点で
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